
 
 
 

令和４年 1１月７日 
（通算第 576号） 

問い合わせ先 

長野県庁園芸畜産課 

電話 026-235-7232 

 

 

        

 

 

本日（11/7）、北海道伊達市の家きん農場で高病原性鳥イン

フルエンザの疑似患畜が確認されました。 

引き続き、緊張感を持って、飼養衛生管理基準の遵守 や 異常
家きんの早期発見・通報をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上４点について再度徹底をお願いします！ 

所在地 北海道 伊達市 

飼養状況 肉用鶏（約 15 万羽） 

経 緯 

・11 月 6 日（日曜日）、北海道は、道内伊達市の農場から、死亡羽数が増加している

旨の通報を受けて、当該農場に対して移動の自粛を要請するとともに農場への立入

検査を実施。 

・同日、当該鶏について鳥インフルエンザの簡易検査を実施したところ陽性であるこ

とが判明。 

・11 月 7 日（月曜日）、当該鶏について遺伝子検査を実施した結果、高病原性鳥イン

フルエンザの疑似患畜であることを確認。 
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北海道（国内６例目）の農場で 

高病原性鳥インフルエンザが発生！！ 

① 特に農場周辺にため池等の水場がある場合は、防鳥ネット、 
家きん舎の穴等の再点検を徹底すること。 
さらに、これまで以上に 

② 農場内における手指や長靴の消毒の実施。 
③ 農場周辺の消毒等の防疫措置を徹底。 
④ 適切に消毒効果を得られるよう毎日あるいは汚れた都度 

消毒薬の交換、消毒前の長靴の洗浄等を実施すること。 

全国的に環境中のウイルス濃度が非常に高まっていると考えられ、 

野鳥等を介したウイルスの侵入に引き続き警戒が必要です！ 


